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ハザードマップや情報収集手段などの各種災害情報について、２次元コードを用いる

ことで、スマホ上でも確認が可能になります。２次元コードの作成方法を確認しなが

ら、積極的に２次元コードを活用しましょう。

1. 河川氾濫編

手順 内容

１ インターネットで「国土交通省 重ねるハザードマップ」を検索

２

災害種別「洪水」をクリックして選択し、下記の情報を「表示」とする

・指定緊急避難場所

・家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）

・家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）

・洪水浸水想定区域（想定最大規模）

３

対象地区の最寄りに移動し、URL をコピー

※URL に位置情報が含まれている

４

２次元コード作成サイトで、URL を貼り付けて２次元コード完成

※「QR のススメ」

・簡単に２次元コードが作成できる

・多少文字オーバーしても読み込み可

⇒読み込みできるか要確認

・なるべく画像サイズは小さく

※クリックで「表示」

と表示なしを切替え可

※ドラッグで家屋倒壊

等氾濫想定区域を浸水

想定区域より上へ移動
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2. 土砂災害編

手順 内容

１ インターネットで「国土交通省 重ねるハザードマップ」を検索

２

災害種別「土砂災害」をクリックして選択し、下記の情報を「表示」とする

・指定緊急避難場所

・土砂災害警戒区域 急傾斜地の崩壊

・土砂災害警戒区域 土石流

・土砂災害警戒区域 地すべり

３ 以降、「河川氾濫編」と同様

※クリックで「表示」

と表示なしを切替え可
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3. 津波編

手順 内容

１ インターネットで「国土交通省 重ねるハザードマップ」を検索

２

災害種別「津波」をクリックして選択し、下記の情報を「表示」とする

・指定緊急避難場所

・津波浸水想定（想定最大規模）

３ 以降、「河川氾濫編」と同様

※クリックで「表示」と表示なしを切替え可
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4. 津波編―津波到達時間―

手順 内容

１

インターネットで「静岡県 GIS」を検索

２

左上の「切替」をクリックし、第４次地震被害想定＞津波浸水(南海トラフ)をクリック

※相模トラフの方が津波到達時間が早い場合は、第４次地震被害想定＞津波浸水（相模

トラフ最大）をクリック

３

対象地区の最寄りに移動し、URL をコピー

※URL に位置情報が含まれている

※地図上をクリックすると詳細情報に津波到達時間が表示される

４ 以降、「河川氾濫編」と同様

津波到達時間が表示
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5. 土砂キキクル

手順 内容

１

インターネットで「土砂キキクル」を検索

２
対象地区の最寄りに移動し、URL をコピー

※URL に位置情報が含まれている

３ 以降、「河川氾濫編」と同様
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6. 川の防災情報―水位・河川カメラ―

手順 内容

１

インターネットで「川の防災情報」を検索

「地図から探す」をクリック

２
対象地区の最寄りに移動し、URL をコピー

※URL に位置情報が含まれている

３ 以降、「河川氾濫編」と同様
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参考資料２：ハザードマップ及び凡例の貼り付け方法

「作成ガイド」に掲載する、ハザードマップや凡例の貼り付け方法について、紹介します。手

順は大きく３通りあります。原本と同程度の縮尺による掲載が望ましいです。

●方法②の補足

データ全体をスクリーンショットしてしまうと、トリミングで拡大した場合、画素が荒くなっ

てしまいます。対象地区や凡例について、拡大（原寸大が望ましい）した状態でスクリーンショ

ットを行い、解像度の高い画像を使用するよう留意してください。

左図：データ全体をスクリーンショットして、対象地区をトリミングした場合

右図：対象地区を原寸に拡大した状態で、スクリーンショットした場合

●ランドマークの表示

公民館、集会場、寺社、河川、橋梁、店舗など、配布地域になじみのあるランドマークを追記

することで作成者が自宅の位置を特定しやすくなります。

方法① Adobe Acrobat やインターネットサイトを用いて、PDF を画像に変換する方法

方法② スクリーンショットなどを行い、画像として保存する方法

方法③ ハザードマップの原本をスキャンして画像データにして使用する方法

住民からの意見

★ハザードマップが市町全体図では見づらい。目印がなく自宅の位置がわからない。コンビニ

や地区の目標物などが書かれていると分かりやすい。
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参考資料３：チラシ

「わたしの避難計画」の普及に当たり、各戸配布や防災訓練での活用、様々な場面での広報活

動が重要です。そのため、「回覧板での普及啓発」に着目し、「わたしの避難計画」を作ってもら

うための「チラシ」を作成しました。

この「チラシ」を「わたしの避難計画」の広報に活用して下さい。

ポイント

・市町マスコットキャラクター

・担当課名 等を記載しましょう
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参考資料４：アンケートの活用

「わたしの避難計画」を配布する際、避難先や意識変化をアンケート調査することで、避難先の

ニーズや意識変化を把握することもできます。また、実施チェックの項目を設けることで、住民へ

作成を促すこともできます。

避難先アンケートの例（一覧形式）

意識変化アンケートの例（個別形式）


